
ミカンキイロアザミウマの防除薬剤の検討

1．試験のねらい

　　ミカンキイロアザミウマは各種の花き、野菜類に寄生加害し、その外観晶質を損ねる害虫である。

加えて薬剤感受性が低く、ヨーロッパの施設園芸における最重要害虫とされている。

　　日本では、1990年の千葉県、埼玉県での発生以後、西南暖地を中心に発生地域を拡大し、平成

　6年には北海道と東北地方の一部を除き全国的に発生が確認されている。

　　栃木県では1993年に施設内の花き類での発生が確認され、1994年にはナス、キク、シクラメン

を中心に県内全域で発生している。

　　本報告では、各種薬剤の本害虫に対する殺虫効果を検定し、防除対策の資としることを目的とし

　た。

2．試験研究方法

（1）供試薬剤　散布剤16剤を供試した。

（2）供試虫　　雨除け促成栽培なすほ場に発生したミカンキイロァザミウマから雌成虫を捕獲し、

　　　　　　　検定に供した。

（3）試験方法　薄膜法により下記きの方法で検定した。

　　1）供試薬剤を規定濃度に希釈し、展着剤（新リノー）を5，000倍で加用する。

　　2）直径1．5㎝、高さ10．5㎝の試験官に薬液を10秒間満たした後、廃液し風乾する。

　　3）薬液を処理した試験官に、5％ショ糖液を0．5〃滴下した直径5㎜のろ紙片を入れる。

　　4）ミカンキイロアザミウマ雌成虫を10頭入れ、ゴム栓をする。

　　5）25℃の定温器内に静置し、24時間後及び48時間後に実態顕微鏡下で生死を判定する。

　　　　なお、対象として展着剤のみの区を設け、1薬剤につき10反復し、それぞれの薬剤にっい

　　　て死亡率の最も高い試験官を除外し、9反復として死虫率を算出した。

3．試験結果およぴ考察

　供試薬剤の殺虫効果を第1表に示した。

　　チオシクラム水和剤、プロフヱノホス乳剤、フロチオホス乳剤、マラソン乳剤、クロルフェナピ

ルフロアブル、カルタップ水溶剤は48時間後には100％に達する高い死虫率を示した。

　　クロリピリホス水和剤、PAP乳剤、DMTP乳剤、スルプロホス弗剤、アセタミプリド水溶剤

の5剤は48時間後の死虫率が90％以上であった。他の5剤は35％と死虫率が低かった。

　以上の緒果から、ミカンキイロァザミウマの防除薬剤として上記11剤が有効と考えられた。

4．成果の概要

　　薄膜法により各種散布薬剤のミカンキイロアザミウマ雌成虫に対する殺虫効果を検定したところ、

殺虫効果の高い6薬剤及び中程度の効果のある5薬剤が明らかとなった。今後防除対策を策定する

際には、これらの薬剤を活用することができると考えられる。

　　　　〔担当者病理昆虫部　伊村　務1、病害中防除所　野沢英之2、普及教育課　合田健二〕

　　　　　　　　　　　　　1現市貝農業改良普及センター　　　2現烏山農業改良普及センター
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ミカンキイ臼アザミウマの対二する穀虫効果

死虫率（％）
薬　　剤　　名 系統 希釈倍率

24時間後　　　48時間後’

チオシクラム　　水和剤 ネライストキシン 1O00 100　　　　　100
プロフェノホス　乳剤 有機リン 1OOO 100　　　　　100
プロチオホス　　乳剤 有機リン 1000 94．6　　　　100

マラソン　　　乳剤 有機リン 2000 94．6　　　　100

クロルフェナピルフロアプル クロロニコニチル 1000 99．2　　　　100

カルタップ　　　水溶剤 ネライストキシン 1O00 88．9　　　　100

クロルピリホス　水和剤 有機リン 1000 9＆8　　　　98．O

PAP　　　　乳剤 有機リン 1OOO 89，2　　　　　　　　　　97．6

DMTP　　　乳剤 有機リン 1O00 75．5　　　　■　　　　　90．9

スルプロホス　　乳剤 有機リン 2000 61．〇一　　　　　90．7

アセタミプリド　水溶剤 クロロニコニチル 2000 79，7　　　　　　　　　90．3

イソキサチオン　乳剤 有機リン 1000 10，9　　　　　　　　　　34．7

アラニカルブ　　水和剤 カーバメート 1000 14，8　　　　　　28．9

イミダクロプリド水和剤 クロロニコニチル 2000 24，7　　　　　　27．5

プセフェート　　水和剤 有機リン 1000 14．9’　　23．9

チオジカルプ　　水和剤 力一パメート 1000 16，7　　　　　　22．0

対照 0　　　　　　0．7
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2．試験方法
（1）供試晶種

　ユサカタ、　ユ
　タキイ種苗ユ、

〔担当者
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第2表、　第3表
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第2図～第5図
N03　N　，　NH4　N

3．試験緒果及び考察の上の空欄に
　右の表を追加

タイトル
　マルハナバチの使用

（1）植え込み材料
　クリブトモスS　L及び

（2）ベットの構造図±1
3．試験緒果およぴ考察
（1）表十1

正

3．やまのいも
5．セル成型苗

サカタ、　ミヨシ
タキイ種苗、　サンド

病害虫防除所

N03－N　，　NH4－N　，　P206　，　K20

N03－N　，　NH4－N

液肥窒素濃度 窒素施肥量

25PPm
100
400

1．1kg／10a
4，2

16．8

マルハナバチの利用

クリプトモスS及ぴ
（2）ベットの構造図一1

（1）表一1


